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情報ディジタル社会における

病院図書室の戦略

はじめに

昨今、情報環境が大きな変化の時期を迎え

ている。情報のディジタル化か急速に進み、

Ｉｎｔｅｒｎｅｔやパソコン通信の普及に伴ってエン

ドユーザーアクセスが現実のものとなってき

た。一方、医療の環境も変化の時代を迎えて、

セルフケアや在宅ケアの推進、インフォーム

ドコンセントの普及などによって患者教育の

必要性が高まってきている。医学医療情報の

提供、診療録の開示などいわゆる「情報開

示」についても論議されるようになってきた。

病院図書室でも扱う情報のメディアは多様化

し、サービス対象も拡大してきつつある。図

書館に求められる機能やサービスが大きく変

わろうとしているこのような時代に病院図書

室はどのように対応していけばよいか考えて

みたい。

環境の変化と病院図書室

病院図書室に即して時代、環境の変化をま

とめてみると表１のようになる。

まずもっとも大きな変化は図書室で扱う情

報のメディアが多様化したことであろう。従

来図書室は印刷体の資料の収集保存を使命と

してきたが、情報のディジタル化によって電

子情報を扱わなければならなくなった。それ

も二次情報のみならず一次情報がフルテキス

トでデータベース化され、すでに一部の雑誌

はＯｎｌｉｎｅＥｄｉｔｉｏｎが Ｉｎｔｅｒｎｅｔ上で発行され

始めた。病院図書室でもテキストブックや雑

すとう よしこ：星ヶ丘厚生年金病院
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表１ 病院図書室を取り巻く環境の変化

１。情報メディアの変化

情報のディジタル化

全文型データベースの出現

２．アクセス手段の変化

Ｉｎｔｅｒｎｅｔやパソコン通信の普及

エンドユーザーアクセス

３．ＭＲサービスの自粛による影響

検索や原報入手

スライド作成

４．図書館業務のコンピュータ化

５．書誌・情報ユーティリティーサービスの

充実

６．利用者層の拡大

医師→看護婦・コメディカル→患者

誌をＣＤ－ＲＯＭ版で購入するなど電子情報を扱う

機会が増えてきており、病院図書室のように

スペースに余裕のない図書館ではこの傾向は

さらに進むと予想される。

Ｉｎｔｅｒｎｅｔやパソコン通信の普及も図書室に

とっては見逃せない。エンドユーザーアクセ

スが進むなかで図書室の役割そのものが問わ

れてくるようになるからである。また、毎年

医師をはじめとして多くの若い医療スタッフ

が入職してくる病院ではディジタル回線を

使って情報にアクセスしたいという要求が早

晩利用者から出されると予想され、図書室が

その対応を迫られる場合もあると考えられる。

多くの病院ではこれらの臨床に必要な情報
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や文献は製薬会社のサービスに依存しきって

いた。８０年代にはその傾向が顕著であった。

ところが、１９９３年にこのサービスが自粛され

るようになり必要な情報は病院や個々の利用

者が自前で調達しなければならなくなった。

つまり、病院は情報へのアクセス手段や、さ

らには情報の加工（プレゼンテーション資料

作成など）手段を備えておかなければならな

くなったのである。病院図書室ではこの数年

業務のコンピュータ化か徐々に進められてき

たが、これを機にさらに機械化が図られるよ

うになった。

コンピュータや通信技術の進歩は図書館業

務にも大きな変化をもたらしている。大規模

な情報・書誌ユーティリティサービスが充実

し、これを利用することによって分類や目録

作成など従来図書館業務の要であった整理業

務を省力化できるようになった。図書館員の

仕事の質も変わっていくのであろうか。

病院図書室はもともと医師のために開設さ

れたのであるが、最近では多くの病院で看護

婦やコメディカルなど病院職員すべてに開放

されるようになった。さらに患者さんが図書

室を訪れることが以前に比べると多くなり、

また間接的にではあるが患者さんに対するイ

ンフォームドコンセント用の資料などの情報

提供が見られるようになった。

２。 平均的な病院図書室

ここで、平均的な病院図書室の歩みと現状

を見ておきたい。星ヶ丘厚生年金病院図書室

をサンプルに表２に示した。

表２ではこの２０年間の蔵書、検索トゥール、

相互貸借による文献入手の推移をあげたが、

この他にももちろん書庫の整備と拡大、読書

スペースの確保などを行ってきた。蔵書は当

初に比べると約１０倍になり、購読雑誌数は約

４倍になった。やはり蔵書規模の拡大とスペ

ースの確保という従来のあるべき図書館像を

目指して努力してきたと言える。文献検索に

ついては１９７０年代後半よりＪＯＴＳサービスを院

外に依頼し８０年代半ばにはＪＯＩＳ、Ｄｉａｌｏｇのオ
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ンライン検索を導入した。院外への文献依頼

は当初は病院に蔵書の蓄積がなく必要な文献

の大半は院外へ依頼していた。７０年代にはそ

のほとんどを大学図書館に依頼していたが、

８０年代には病院図書室の割合が増え、９０年代

に入ってからは各種情報機関への依頼が約半

数を占めるようになった。このように当院で

は院内で必要とされる情報について主として

蔵書規模の拡大を主にしながら、それを補足

する意味で院外への情報入手ルートを開拓し

てきたわけであるが、これらの努力には自ず

と限界があり、情報量の増加に伴って相対的

に自館の所蔵資料の利用価値は低くならざる

を得ない面があった。

３． 病院図書室にとって環境変化が意味する

もの

それでは、こうした病院図書室にとって最

近の環境の変化はどういう意味を持つのか簡

単に整理しておく。端的に言うと、私はこれ

らの変化は病院図書室にとって概ね好ましい

歓迎すべき変化だと考える。なぜなら、これ

らの変化は伝統的な図書館の機能そのものの

変化を含んでおり、また院内における病院図

書室の存在意義を一新する契機ともなる内容

を伴っていると考えるからである。一つには

図書館の規模を機能と切り離して考えること

ができるようになることーすなわちどこから

でも簡単に情報にアクセスできる可能性がで

できたことであろう。そして、そのことは小

規模な図書室でも挑戦できる、情報アクセス

の戦略を立てることができるということでも

ある。もう一つは利用者層が拡大することに

よって院内の「情報」に関する関心を喚起す

ることができるということである。患者さん

への医学医療情報サービスまで含めて考える

なら、従来の病院図書室像を変革する大きな

契機となるだろう。さらに、病院図書室にお

いては「図書館」としての形態がそれほど完

全ではないため方向転換がしやすいという利

点もある。

「患者さんへの医学医療情報サービス」に



旨
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表２ 星ヶ丘厚生年金病院図書室のあゆみ

１９７０年代 蔵書 １５００冊

購読誌 ５４誌

（１９７３年図書室設置時）

↓

徐々に増加

１９８０年代 １９８０年代半ばには

購読誌は２１５誌

１９９０年代 蔵書 １４０００冊

購読誌 ２３０誌

（１９９４年）

医学中央雑誌（１９７３年～）

ＩｎｄｅｘＭｅｄｉｃｕｓ （１９７３年～）

Ｍｏｎｔｈｌｙ，Ｃｕｍｕｌａｔｅｄ

日本看護関係文献集（１９７３年～）

１９８６年オンライン検索導入

年間３００～４００件

最新看護索引（１９８７年～）

１９９３年ＣＤ－ＲＯＭ検索導入

（医中、Ｍｅｄｌｉｎｅ）

年間１０００～１２００件

年間約１８００～２０００件

１００％大学医学図書館に依頼

年間約８００～１０００件

徐々に病院図書室への依頼増加 ，

１９８０年代半ばには対病院図書室４０％

対大学図書館６０％

年間約３００～１０００件

徐々に対図書館から対情報機関へ

１９９４年には対病院図書室２４％

対大学図書館２４％

その他 Ａｌ％
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ついて若干 補足すると、昨年 ５月にＷａｓｈｉｎｇ－

ｔｏｎ，Ｄ．Ｃ．で開催されたＭＬＡ’９５／７ｔｈＩＣＭＬの参加

印象記のなかで スナイダ ーＡ純子さんはアメ

リカの病院図書室の動向はＰａｔｉｅｎｔＥｄｕｃａｔ－

ｉｏｎａｎｄＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎであると書いておられ

る。日本で も京都南病院の山室真知子さんが

昨年 ９月毎日新聞紙上で患者さんへの医学医

療情報の提供について提言を発表された。日

本において はまだ一般的で はないが、時代の

動向 としては確実 にそういう方 向に進んで

いっていると考えてよい。

エ ンドユーザーアクセ スが一般的になると

図書館はいらなくなるので はないかとという

議論 も一方ではあるが、現在はまだ過渡的な

段階で図書館の存立自体に言及するのは控え

たい。

４。 新しい病院図書室のデザイン

では、環境の変化に対応できる病院図書室

を創るにはどうしたらよいか。まず、時代の

動向を踏まえ、ディジタル情報社会の恩恵を

享受できる体制を整備することが大切である。

そして、従来の図書館のパラダイムを組み立

て直し、小さくても完成した形をどうイメー

ジしデザインするかが問われる。図書館機能

を分析し強化すべき点を明らかにすること、

その上で目標に向けてどう具体化し実現して

いくかが考えられなければならない。表３に

私の考える図書室の概略を挙げてみる。

機能としては一次・二次情報の入手拠点と

しての役割を改めて明確にすること、多様な

情報の整理と統合、さらには情報発信基地と

しての機能を併せ持つことが望ましいと考え

る。患者さんへの医学医療情報のサービスも

もちろんその視野のなかに入れておくべき事

柄である。これらの機能を院内で明確にさせ

た上でマンパワーの充実を図ること。各図書

室が果たすべき役割に見合った人員の確保、

その教育育成が何よりも緊急の課題であろう。

人員確保が十分でない場合には思い切った図

書館業務の合理化が図られるべきで、各種情

報ユーティリティーの活用や外注、委託も考

２３
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表３ 図書室の基本的な枠組み

【機能】

一次・二次情報の入手拠点

多種多様な情報の整理と統合

情報の発信基地

【蔵書】

ＣｏｒｅＣｏｌｌｅｃｔｉｏｎ

バックナンバーの軽量化

ニューメディアの導入

【施設・設備】

コンピュータとその周辺機器の整備

ソフトの充実

各種通信機器類の整備

【マンパワー】

複数人員の確保

情報テクノロジー教育

【業務】

従来の図書館業務の合理化

インストラクター

【環境】

図書館利用システムの再整備

情報ネットワークへの参加

えるべきであろう。

蔵書、コレクションに関しては従来図書館

がもっとも力を注いだ部分であるが、これか

ら先は、特に病院図書室においてはコアコレ

クションに限定してもよいのではないだろう

か。また、バックナンバーの軽量化を図り全

体にこの部分をスリムにすること、これは他

の部分を強化するためにはスペースの面から

も財政的な面からも必要なことである。

施設や設備面では思い切った変革への意志

が必要である。先を見通した整備計画が立案

されるべきで、またその実現に向けての地道

な努力が必要になる。コンピュータとその周

辺機器類、ソフト類の充実と整備が基本であ

る。そのためには図書室のレイアウトの大幅

な変更や配線工事などが必要になってくるか

も知れない。また、作業スペースが必要とな
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る反面読書スペースや書庫部分の削減が必要

となるかもしれないため院内での合意をとり

つけることも大切であろう。これに伴って従

来の図書室利用システムの改変やそのＰＲも

必須の事柄になってくると思われる。

一方、外部情報ネットワークへの参加は従

来にも増して重要となってくる。各種情報

ネットワークへのアクセスとともに病院図書

室では原報入手のためのネットワーク活用も

より一層心がけるべきであろう。これらの図

書室変革を推進するに当たって従来の「図書

館」という呼称がふさわしくない場合には機

能に見合った新たな呼称を考えるのも一案で

ある。

５。 今後の課題

現在、医療経済が逼迫するなかほとんどの

病院が経営に苦しんでいる。そういう状況の

下で図書室の改革を図るというのは多くの困

難が伴うことではある。しかし、決して等閑

視できる状況ではないことも確かでまず担当

者や図書室の周辺にいる人たちの意識変革と

改革への熱意が何よりも大切である。これか

らは何よりも情報部門の強化が必要なのだと

いう院内コンセンサスを得ること、さらに図

書室において臨床の場に即した情報提供サー

ビスがどれだけ実践として積み上げられるか

が問われる。その上で病院図書館員の雇用や

その教育について新たな取り組みが早急にな

２４－

されるべきだと考える。

これらの課題は一つの病院図書室の課題で

あると同時にすべての病院図書室の課題でも

ある。改革への条件の整ったいくつかの病院

でそのモデルを意識的に創ってみること、改

革のノウハウを知らせ合うこと、実際の図書

館活動、情報提供サービスについてお互いに

実践報告をし合うことなどが必要である。

アメリカの医学・病院図書室の動向である

ＩｎｔｅｒｎｅｔとＰａｔｉｅｎｔＥｄｕｃａｔｉｏｎａｎｄＩｎｆｏｒｍ－

ａｔｉｏｎは日本でも早晩共通する課題となろう。

新しい時代に即した図書室を創るためにより

一層図書館館の連携を密にし、情報交換を図

ることが必要になると考える。
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